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A  このマニュアルについて 
 
 
はじめに 

現在、北海道には年間およそ 60 万⼈もの外国⼈が訪れています。北海道に関⼼を持っている
外国⼈は多く、今後もさらに多くの外国⼈が北海道を訪れることが予想されています。 

いうまでもなく「観光」は北海道を活性化する重要なテーマの⼀つです。その中でも外国⼈観
光客の誘致促進は、北海道観光の国際性を⾼め、北海道観光のイメージアップ、クオリティ向上
を図る重要な観光戦略と考えられます。 

このような背景から、近年、関係機関が中⼼となって訪れる外国⼈の北海道での滞在中の利便
性や満⾜度向上を図るため、外国⼈観光客の道内における移動の容易化や⾔語による障害の除去
（⾔語バリアフリー）の取り組みを進めてきています。しかし、それらの対象地区は、実際に外
国⼈観光客が多く訪れている有名観光地に限られているのが現状です。 

今後は、それ以外の地域においても、交通拠点から⽬的地（主要観光地等）に⾄るまでの⾏程
において、外国⼈観光客に⾔語⾯での障害を減らし、より快適な旅⾏が楽しめるように、様々な
⽅法でこの問題の解決を図っていく必要がありますが、地域にとってはその整備に要する費⽤負
担が⼀つの課題となっています。 

このため、今後、外国⼈観光客の受⼊を進めたいと考えている市町村、⺠間事業者等の⽅たち
が、あまり費⽤をかけずにすぐにでも取り組める⾔語バリアフリーのためのアイデアや⽅法をマ
ニュアルとしてまとめたものが本書です。 

外国⼈受⼊の基本は、⼈と⼈とのコミュニケーションです。単に外国語表⽰ができればそれで
いいというものではありません。そこに⾎の通うコミュニケーションをプラスすることで、はじ
めてその取り組みが⽣きてくるものと思います。 

上記のような視点に⽴って、このマニュアルをご活⽤ください。これまで敷居が⾼いと感じら
れたインバウンドの取り組みが、もっと⾝近なものに感じてもらえると思います。 
 

 
国⼟交通省北海道運輸局   
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このマニュアルのめざすもの 

【増加するひとり歩き外国⼈への対応】 
このマニュアルは、すでに外国⼈観光客が訪れている観光地だけではなく、今後外国⼈観光客

を誘致したいと考えている観光地や観光施設の⽅々に、外国⼈を受⼊れる際に最⼩限考えていた
だきたい受⼊環境整備のポイントをまとめたものです。 

ここで⾔う「ひとり歩き」とは、「団体観光やガイドを雇っての旅⾏ではなく、⼀⼈またはグル
ープで⾏動する旅⾏スタイル」を指し、いわゆる個⼈旅⾏＝FIT（Free Individual Tour）と⾔わ
れる旅です。 

国による違いはありますが、ひとり歩きの外国⼈は今後ますます増加することが予想されてい
ます。北海道を旅するこのような外国⼈が、旅⾏中の不便さをできるだけ解消し、快適に、そし
て安全に北海道を旅してもらうことが北海道観光にとって重要です。本マニュアルが、それを考
える⼀つのヒントになり、北海道における外国⼈観光客の受⼊が進むことを期待しています。 

【ミニマム⾔語バリアフリーの考え⽅】 
このような旅⾏スタイルの外国⼈が、北海道を旅⾏する際に感じる最も⼤きな問題は⾔葉の壁

です。その壁（⾔語バリア）を可能なかぎり取り除き、より快適な観光活動の実現をサポートす
ることが求められています。 

しかし、外国⼈観光客にとっての⾔語バリアフリー環境をつくるためには、ある程度の資⾦と
知識とそれを運営する体制が必要になります。特に外国⼈観光客の来訪がそれほど多くなく、中
核的な観光ルート上にない地域や⾃治体にとっては、そこが⼤きな障害となって⼀歩先に進めら
れないのが実態です。 

外国⼈観光客は、必ずしもかゆいところに⼿の届くような完璧なサービスを求めているわけで
はなく、むしろ必要なところに、必要最⼩限のサービスがあれば⼗分と考える旅⾏者も多いと思
われます。それをここでは「ミニマム⾔語バリアフリー」と呼び、まずは地域の⼈たちがすぐに
でも取り組める必要最⼩限の対応策を考えるヒントを提供することを、このマニュアルの⼀番の
⽬的としました。その意味で、本マニュアルを⼀つの参考にしながら、皆様⽅の知恵と⼯夫で外
国⼈観光客に喜ばれる効果的な対策を実施していただきたいと思います。 
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【マニュアルの対象者と利⽤⽅法】 
本マニュアルで想定する読者は、主に現場で外国⼈との接点を持つ次の⼈たちです。 

① 市町村職員 
② 観光協会職員 
③ 観光関連事業者（観光施設、ホテル・旅館、飲⾷店等の経営者や従事者） 
④ 交通事業者（鉄道、バス、タクシー、レンタカー事業者等） 
⑤ 地域住⺠（観光ガイドボランティアなど地域の観光振興に携わっている地域の⽅々） 
 

このマニュアルは、それぞれの⽅々の⽇常業務の参考資料として、また外国⼈に関する研修会
等のテキストとして活⽤できます。 
 
【このマニュアルの特徴】 
①インバウンド対応度などの⾃⼰診断 
 各種チェックリストにより、⾃分たちの地域では外国⼈に関してどの程度の対応がされている
のかを⾃⼰診断し、どこに課題をあるかを考えるヒントが得られます。 

②インバウンド関連サイトにリンク 
本マニュアルでは、これまで国や地⽅公共団体などによる各種インバウンド関連調査などのエ

ッセンスや事例などを紹介していますが、本⽂の中でその関連 URL を可能な限り掲⽰し、元デー
タを簡単に参照できるようにしました。 

③翻訳のための多⾔語対照表 
 外国語対応が必要な時に、最⼩限必要な翻訳ができるように、よく使う⾔葉についての簡単な
多⾔語対照表（コピー＆ペースト可能）を参考資料としてつけました。 

④簡便な多⾔語によるレストランメニュー作成シート 
上記の対照表などを使って、レストラン等における外国語の飲⾷メニューが簡便につくれるエ

クセルシートも掲載しました。 
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マニュアルの全体構成 

Ａ このマニュアルについて 

●はじめに 

●このマニュアルのめざすもの 

●マニュアルの全体構成 

Ｂ 外国人をもっと知ろう ●外国人の地域別特性 

Ｃ 外国人を受け入れるにあたって 

C-1 ミニマム言語バリアフリーの考え方 

C-2 段階別言語バリアフリー化の取組 

C-3 情報提供の場所と求められる情報内容 

Ｄ 施設・拠点別情報提供の留意点 

D-1 駅・ターミナル 

D-2 バス・タクシー 

D-3 観光案内所 

D-4 観光施設・トイレ 

D-5 飲食店 

D-6 商店（土産品店） 

D-7 宿泊施設 

D-8 まち歩き 

D-9 緊急時の対応 

Ｅ 簡便な情報ツールの作成と活用 

E-1 翻訳 

E-2 印刷物 

E-3 WEB サイト 

E-4 指さし会話集 

Ｆ インバウンド対応度自己診断 
F-1 インバウンド対応度自己診断 

F-2 言語バリアフリーチェックリスト 

Ｇ すぐに使える翻訳事例集 
G-1 翻訳事例集１ よく使う言葉の多言語対訳表 

G-2 翻訳事例集２ かんたんにつくれる 飲食店メニュー
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B  外国人をもっと知ろう 
 
外国人の地域別特性 

北海道を訪れる外国⼈の地域別特性を簡単に整理しました。これはあくまで⼀般的に⾔われて
いる特性ですが、もちろん個⼈によって、またグループの形態によって⼤きな違いがあります。
その点を⼗分認識した上で、上⼿にコミュニケーションをとることが重要です。 
 

 
台湾 

   

通貨／台湾元（ニュータイワンドル（ＮＴ＄）、圓とも表記） 
⾔語／中国語（北京語）、台湾語  ※⽂字は「繁体字」 
国の花／梅 

旅⾏スタイル ●海外旅⾏経験者が多く、⽇本にとっても韓国に次いで２番⽬に
多い外国⼈観光客である。 

●団体旅⾏が多いが、個⼈旅⾏も増えつつある。 
●雪が降らないので、雪を⾒ることが好き。 
●温泉が好き。 
●海外旅⾏に慣れているが、時間にはややルーズ。 

⾏動スタイルなど ●「⿊地に⽩⽂字」は葬式のイメージがあり、好まれない。 
●９のつく歳を嫌うため、29 歳で結婚することをさける。 
●指で数を⽰すとき、10 は両⼿の⼈差し指で「＋」を作る。 
●感謝を表わす時は、掌をあわせて上下に振る。 

応接ポイント ！⽇本語が分かる⼈が多いので⽇本語の⾔葉遣いや話題に配慮する。
！メンツを重んじる国柄なので、相⼿のプライドを傷つけないよ

うに気をつける。 

 
 
中国 

通貨／⼈⺠元 
⾔語／中国語（北京語）  ※⽂字は「簡体字」 
国の花／梅、牡丹 

旅⾏スタイル ●団体旅⾏が多い。 
●写真撮影が好き。 
●寺社、仏閣は中国の⽅が本場だと思っているので、有名な所以

外では関⼼が⾼くない。 

⾏動スタイル ●ゲップは「ごちそうさま」の意味で失礼ではない。 
●団体⾏動が苦⼿で、列に並ぶことをあまりしない。 
●北京語は⽇本⼈には怒っているように聞こえる時があるが、普

通の内容を話していることが少なくない。 

応接ポイント ！メンツを重んじる国柄なので、相⼿のプライドを傷つけないよ
うに気をつける。 

！突然の予約、キャンセルが多いので注意する。 
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韓国 

通貨／ウォン（Ｗ） 
⾔語／韓国語  ※⽂字は「ハングル⽂字」 
国の花／ムクゲ 

旅⾏スタイル ●⽇本に来る外国⼈観光客の中で最も多い。 
●家族や親しい友⼈と⼩グループで旅⾏し、１箇所に滞在するこ
とが多い。40〜60 代は団体旅⾏も多い。 
●インターネットで旅⾏の情報を集める⼈が多い。 
●温泉が好き。

⾏動スタイルなど ●⽬上の⼈とお酒を飲む時には飲む⼝元を隠す。 
●男性はあぐら、⼥性は⽚⾜⽴てで座るのが正式な座り⽅。 
●⾷器をテーブルに置いたまま⾷べる。持って⾷べるのは不作法

となる。 
●はじめに焼酎、次にビールやウィスキーを飲むことが多い。

応接ポイント ◎「アンニョンハセヨ」（こんにちは）「オソ オプシオ」（いらっ
しゃい）など韓国語であいさつすると喜ばれる。 

！⽇本語が分かる韓国⼈は多いので、⽇本語の⾔葉遣いや話題な
どに配慮する。 

！突然の予約、キャンセルが多いので注意する。 
 

 
⾹港 
 

通貨／⾹港ドル（HK$）、セント（￠） 
⾔語／中国語（広東語）および英語  ※⽂字は「繁体字」 
国の花／バウヒニア 

旅⾏スタイル ●旅⾏経験が豊富で旅慣れている⼈が多い。 
●個⼈旅⾏が多い。 
●⾹港には⽇本料理店も多く、⾷への関⼼が⾼い。 
●「英語版」より「繁体字版」を好む。 
●⾹港にはない⼤⾃然への関⼼が⽐較的⾼い。 
●親や兄弟でも⼀緒にお⾵呂に⼊らないので、⼈に裸を⾒られる

ことにかなり抵抗がある。 

⾏動スタイル ●建物の階数の数え⽅として１階を「GF（グランド・フロア）」と
呼び、２階を「１階」とする。 

応接ポイント ！分煙が徹底されているので⾷事中の喫煙を嫌う。 
！⾹港では、公共交通機関の⾞内でも携帯電話の通話が可能なの

で通話することを気にしない場合がある。 
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シンガポール 通貨／シンガポール・ドル（S$）、シンガポール・セント（S￠）

⾔語／マレー語、中国語、英語、タミール語 
国の花／バンダ・ミスジョアキム（蘭） 

旅⾏スタイル ●滞在型よりも、多くの観光地を巡る旅⾏スタイルを好む。 
●北海道旅⾏への⼈気が⾼い。 
●親や兄弟でも⼀緒にお⾵呂に⼊らないので、⼈に裸を⾒られる

ことにかなり抵抗がある。 

応接ポイント ×⽩・⻘・⿊の⾊は、祝い事の席では避ける。 
×花、ナイフ、置時計を祝いのプレゼントとするのはタブー。 

 
 
マレーシア 通貨／マレーシア・リンギット（RM）、マレーシア・セント（￠）

⾔語／マレーシア語 
国の花／ハイビスカス 

応接ポイント ！ムスリム（イスラム教徒）の⼈⼝が多いので、礼拝や⾷事の制
限などがあり、それらへの対応が必要。 

！握⼿は、差し出された⼿を軽く握る程度。歓迎の気持ちを表現
したい時は、握⼿の後に⾃分の⼿を胸に持っていく。 

 

オーストラリア 通貨／オーストラリアドル（A$）、オーストラリアセント（A￠）
国の花／ゴールデンワトル 

旅⾏スタイル ●個⼈旅⾏が多い。 
●滞在⽇数が⻑い傾向にある。 

応接ポイント ！オーストラリアにはお酒持ち込み OK の店があり、持ち込むこ
とを気にしない場合がある。 

×捕鯨に関する話題、鯨料理は避ける。 
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欧⽶ 
 

 

旅⾏スタイル ●ビジネスで訪れる割合が⽐較的⾼い。 
●個⼈旅⾏が多い。 
●滞在⽇数が⻑い傾向にある。 
●家族や親戚にお⼟産を買っていくという習慣はなく、⾃分のた

めに気に⼊ったものを買っていく。 

⾏動スタイルなど ●ものを買って梱包開封した後も、レシートがあれば返品 OK。 
●会話中のくしゃみ、⿐をすすることは嫌われる。（⿐をかむのはＯＫ）
●⼈前であくびをすることは失礼なことではない。 
●⾜を組むのは「リラックスしていますよ」という意味で、特に

失礼にはあたらない。 
●【イギリス】建物の階数の数え⽅として１階を「GF（グランド・

フロア）」、アメリカでは「first floor（ファースト・フロア）」
と呼び、２階を「１階」とする。 

応接ポイント ！「できる」「できない」「はい」「いいえ」の意思表⽰をはっきり
すること。特にトラブルになった場合、あいまいにしていると
責任を追及される。 

！⽇本では“失礼します”“を謝る時と同じように「すみません」だ
が、英語はすみませんは「I'm sorry」、失礼します（失礼です
が）は「Excuse me」なので使い分ける。 

！トラブルになった場合、「Iʼm sorry」とすぐに⾔わない。これ
も責任を追及されるもとになるので注意する。 

！男性から⼥性に握⼿を求めてはいけない。 
×宗教、⼈種の問題に軽率に触れることは避ける。 
×気軽に⼥性の⾝体に触れない。⽇本的感覚では冗談ですむような

こともセクシャルハラスメントと⾒なされる。 
×相⼿のプライバシーに⽴ち⼊ったり、⼥性に年齢、既未婚、⼦供

の有無などを聞かない。 
×指さしで⼈を指すことは「ピストルを構える」しぐさと同等で⽇

本よりも厳禁。 
×【イギリス】イギリスは、イングランド、スコットランド、ウェ

ールズ、北アイルランド出⾝者の複合⺠族国家なので、
「English」とひとくくりで表現しない。 

×【ドイツ】戦争について話すのはタブー。ことにナチスやヒット
ラーに関する発⾔は厳禁。 

×【ドイツ】⼤気汚染などの環境問題に対し、⽇本⼈よりはるかに
敏感です。 

×【フランス】上流階級出⾝者に対してフランス⾰命の話はタブー。
×【カナダ】環境保護や動物愛護の精神が⾼いので、捕鯨などの話

題には注意が必要。 
×【カナダ】⽣活⾯での規則が⽐較的厳しく、屋外の公共の場所で

の飲酒や喫煙に敏感な⼈が多い。 
参考資料：公益社団法⼈⽇本観光振興協会「訪⽇外国⼈おもてなしガイドブック」など
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C-1  ミニマム言語バリアフリーの考え方 
 
外国人受け入れの基本姿勢 
 

【基本は外国⼈を気持よく迎えようとする気持ち】 
 ⾔うまでもなく、相⼿が⽇本⼈でも外国⼈でも、⼈を迎えようとする気持ちがあることが
すべての出発点です。その気持ちさえあれば、⾔葉が通じなくても何とか意思疎通ができる
ものです。そのためにも、外国⼈との様々な交流機会などを通じて、⼀⼈⼀⼈はもちろんの
こと、地域全体としてこのような意識を⾼める取組が重要です。 
 

【外国⼈に出会っても笑顔を⾒せ、逃げないこと】 
  そのためにも、外国⼈と⽬が合っても決して⽬をそらせたり逃げたりせずに、笑顔を⾒せ

ましょう。欧⽶などを旅⾏すると、現地の⼈と⽬が合うと笑顔を⾒せる⼈が多いことに驚か
されます。決してつくり笑いではなく、このような笑顔が⾃然と顔に現れてくるような習慣
を⾝につけたいものです。さらに⼀歩踏み込んで、道に迷っているような外国⼈や⼈に何か
聞きたがっている外国⼈がいたら、⽇本語でもいいので思い切って声をかけてみましょう。
このようなところから、国際交流が広がります。 

 
【外国⼈についての知識を深める】 
  様々な国の外国⼈が北海道を訪れていますが、国⺠性の違いなどから国によって考え⽅や

⽣活スタイル、旅の仕⽅が異なっています。ここは⽇本なので、基本的に⽇本流のやりかた
で構わないのですが、ただ⼀⽅的に⽇本のサービススタイルを押しつけるのではなく、それ
ぞれの国の習慣や考え⽅を⼗分に理解し、それを尊重した上で、外国⼈と接していく姿勢が
重要です。相⼿を正しく知ることが、インバウンドを考える第⼀歩と⾔えます（「外国⼈をも
っと知ろう」参照）。 

 
  

C 外国人を受け入れるにあたって 

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/B.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/B.pdf
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言語バリアフリー化の要点 
 
＜必要な場所には最⼩限必要な情報を＞ 

【移動空間などでの情報提供の充実】 
特に移動空間における⼆次交通への乗換情報などについて、可能な限り外国語で表⽰し、

安全・便利に旅⾏ができるようにしましょう。その際、すべての部分を外国語にする必要は
なく、本当に必要な場所で、そこに最⼩限必要な情報が伝わる外国語（英語もしくはピクト
グラム）を表⽰しましょう。 

 
【観光案内所での情報提供の充実】 

外国⼈の多くが最も頼りにするのが観光案内所です。外国⼈が旅先で困ったときや地域の
魅⼒を伝える場として、観光案内所での情報提供をもっと充実させましょう。できれば地域
の観光資源や地域での楽しみ⽅などをまずは英語で紹介し、外国⼈に魅⼒的な観光を楽しん
でもらうことが望まれます。 

 
＜費⽤をあまりかけずに効果的な情報提供を＞ 

【⾔語バリアフリーは多⾔語化ではない】 
外国⼈向けの観光パンフレットをつくると想定してみましょう。理想は有名観光地などで

みられる多⾔語（英語、中⽂簡体字、中⽂繁体字、ハングル）のパンフレットをそれぞれ作
ることです。しかし、⼀つの⾔語に対応する外国⼈の数を考えると、⼀般の地域でそれを⾏
うことは明らかに効率的ではありません。 

多⾔語化を極端に進めると、⽂字量だけが増加して、かえってどこの国の⼈にも分かりに
くいものができてしまう例をよく⾒かけます。これでは元も⼦もありません。また、外国に
⾏って、そこで⽇本語ばかりが⽬に付くと興ざめになった経験のある⼈も多いかと思います。
このようにやりすぎると逆効果になります。 

むしろ 1 つのパンフレットの中に、英語と⽇本語を組み⼊れて、⽇本⼈にも外国⼈にも使
えるパンフレットとすることが現実的です。 

 
【翻訳にあまりお⾦をかけない⽅法も活⽤】 

ここで問題になるのは翻訳です。最近ではさまざまな翻訳ツールも⽣まれており、それら
を利⽤するのもお⾦をかけない⼀つの⽅法です。例えば、検索サイトのグーグルには、グー
グル翻訳という機能があって、それを利⽤すれば簡易な翻訳ならばすぐにでも使えます。そ
れを試してみるのもいいでしょう。そして多少英語のわかる⼈がいれば、これらのツールを
うまく使いこなしてくれるでしょう。ただし、翻訳が間違うことで外国⼈に不快な印象を持
たれることもあるので、ケースによっては専⾨家に依頼することが必要です。 
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【様々な情報ツールの組み合わせで⼀層の効果を】 

外国⼈に何かを伝えようとするとき、⾔葉がわからなければ⼿振りなどして何とか相⼿に

伝えようとします。もしそこに、関連するパンフレットなどがあればより分かりやすくなり

ます。漢字のわかる中国⼈であれば、筆談という⽅法もあります。このように、外国⼈との

コミュニケーションは⼀つの情報ツールだけで考えるのではなく、より多くのツールを活⽤、

あるいは他のツールと相互補完させることが重要です。もちろん「⼈」も重要な情報ツール

といえます。 

それぞれのツールに「完璧」を求めるのではなく、ツールの組み合わせにより、より分か

りやすく情報伝達させる⼯夫が重要です。 

 
＜情報の質を⾼める＞ 

【情報の優先順位をつける】 

 情報に優先順位をつけて、どのような情報を優先的に外国語に翻訳して伝えるかが重要で

す。例えば、外国からの旅⾏者には、特に以下の点での不安があり、その解消が必要です。 

①⾝辺の安全に関わること …… 事故、急病など緊急時の対応 

②⾦銭の⽀払いに関わること …… 分かりやすい会計表⽰ 

③スムーズな交通・移動に関わること …… 外国⼈に分かりやすい時刻表、乗換表⽰など 

 

【ネイティブチェックの必要性】 

地域のインバウンド対応として、誤った情報を伝えたことで、⼤きなトラブルにもなるケ

ースも予想されます。そのため、定期的にネイティブの留学⽣や専⾨家などによる地域の標

識やサイン、印刷物などのチェックを⾏うことが必要です。 
 

＜まずはできることから始めよう＞ 

地域で取り組む⾔語バリアフリーの対応については、予算の制約などから実際に実施でき
ることは限られてきます。しかし、地域の特性を⽣かし、また知恵を出すことで⽐較的安価
で、効果的な⽅法も発⾒できるはずです。 

次ページの表は、主に費⽤的な⾯から、取組内容を以下のような３段階に分けて⽰したも
のです。地域の実情により、あるいは地域におけるインバウンド対応の緊急度によりその内
容は⼤きく変わると思いますが、このあたりを総合的に判断し、地域にとって無理がなく継
続的に対応できる⽅法を⾒出すことが必要です。 

レベル１は、とにかく費⽤をかけないで⾃分たちで今すぐできるもの 
レベル２は、⾝近にいるネイティブなどを活⽤してもう少しレベルの⾼いもの 
レベル３は、専⾨家にお願いするなどより正確で外国⼈から⾒て信頼できるもの 
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C-2  段階的言語バリアフリー化の取組 
対応分野 レベル１ レベル２ レベル３ 

１． 

翻訳 

●既存の翻訳物を活⽤ 
費⽤はほとんどかからないが複雑なものには対
応できない。 

●⾝近な外国⼈に依頼
留学⽣や在住外国⼈に協⼒
を依頼すると、⽐較的安くつ
くることができる。ただし翻
訳内容に⾼度な信頼度を求
めることはできない。 

●翻訳の専⾨家に依頼 

費⽤は⾼いが必ずネイティブの専
⾨家のチェックが⼊るので精度は
⾼い。 
信頼度が要求されるケースでは、
専⾨家にお願いするのが望まし
い。 

●本マニュアルの⾔語対照表を活⽤ 

無料ですぐに活⽤できるが、訳語の項⽬は限ら
れている。 
●オンライン翻訳サービスを使う 
Google はじめ無料または有料のオンライン翻訳サービスがあり、だれでも活⽤
できる。いずれも、ある程度外国語がわかる⼈であれば、ケースによっては⼗
分使える。例：Google 翻訳サービス http://translate.google.co.jp/ 

２． 

通訳・案内 

●⾃⾝の対応能⼒を向上 

外国⼈対応の基本的な接遇の仕⽅について、⾃分
たちで⾝につける。観光庁では研修に関する情報
や資料を随時供している。 
http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kok
usai/setsugu.html 

●ボランティアガイ
ドに依頼 

有料にすると、違法なので
注意。また免責についても
事前に考慮しておくこと
が必要。 

●通訳案内⼠に依頼 

北海道内に有資格者は少ないので
地元でその⼈材を確保するのは難
しい。 

 ●指さし会話集を活⽤ 
⾔葉が不⾃由でも、使い慣れてくれば指さし会話
集も結構使えるコミュニケーションツールとな
る。指さし会話集は各⾃治体や関係機関で作成し
たものをダウンロードできる。 
例：北海道｢カンタン３カ国語 指さし会話集｣ 
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/660-
kantan-yubisasi-kaiwasyu/kaiwasyu-top.htm

 ●デジタルサイネージ(電
⼦看板)を活⽤ 
⾔語別に地域の案内をするデジタ
ル情報機器を導⼊。無⼈でも外国
⼈観光客にとって必要な最⼩限の
情報を提供できる。 

３． 

リーフレッ

ト作成 

●既存のリーフレットを改良 

⽇本語リーフレットの改訂版を作成する際、可能な限り英語を併記する。多⾔
語併記もあるが、誌⾯デザインとの関係で表⽰⾔語数を決定。 

●多⾔語版を作成 

特定の外国⼈観光客の来訪が⾒込
まれる地域では、それに対応する
リーフレットを⾔語別に作成する
ことが必要。 

４． 

マップ作成 

●⼿づくりで作成 

地元でアピールしたい観光ポイントを⼿づくり
マップで紹介。

●既存のマップを改良
上記リーフレットと同じ考
え⽅で作成

●多⾔語マップを作成 

上記リーフレットと同じ考え⽅で
オリジナルマップを作成。⼀度ベ
ースマップを作れば、いろいろと
汎⽤性が⾼い。 

●⽇本政府観光局のマップを活⽤ 
地域を含むある程度の広域マップを活⽤したい場合は、⽇本政府観光局のマッ
プを活⽤できる。 http://www.jnto.go.jp/map/eng_map/ 
●google map 英語表記版の活⽤
https://maps.google.com/maps?hl=en 

５． 

WEB(ウェブ) 

サイト作成 

●既存を改良 

現在のＷＥＢサイトのタイトルや⼩⾒出しなどを
できるだけ英語でテキスト表⽰をする。これによ
り検索ヒット率が⾼まるとともに、写真と⼩⾒出
しなどから外国⼈も地域の状況をある程度把握す
ることができる。 

●英語版を作成 

⽇本語とは別に英語のＷ
ＥＢサイトをつくる。⼤変
なのは情報の更新で、英語
のできるスタッフの確保
が必要。 

●多⾔語版を作成 

英語、中国語（繁体・簡体）、韓国
語の４カ国語表⽰が理想。どの画
⾯からも他の⾔語に切替え可能な
ものをつくると、タブレット端末
を使い外国⼈に地域を分かりやす
く説明することができる。

C 外国人を受け入れるにあたって 

http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kokusai/setsugu.html
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英語表記のマップ例（日本政府観光局のマップ） 

 

 

オンライン翻訳サービスの画面（Google） 
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手づくりマップの事例１（釧路市動物園の職員の手づくり英語マップ） 

 

 

手づくりマップの事例２ 阿寒湖まりも倶楽部の人たちが手づくりで作成した多言語マップ 

（４言語で作成、以下は韓国語版） 
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C-3  情報提供の場所と求められる情報内容 
外国⼈の⾏動に沿って、どこでどのような情報を提供するかが重要になってきます。以下の表

は、外国⼈観光客が北海道に到着時から北海道を離れるまで、各⾏動場⾯で必要になる情報内容
を⽰したものです。これを⾒ると、情報を必要とする場⾯は⾮常に多いことがわかります。 

 
外国人観光客の行動と情報支援のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

観光客の行動 

・２次交通の乗り⽅が分
からない 

・地域のことがわからない。 

・メニューが理解できない

・観光ポイントまでの道
順がわからない

・⼟産品の情報が分から
ない 

・注⽂できるか不安 

・精算が不安 

・交通拠点の窓⼝での対応 
・交通拠点の掲⽰物、サイン等での誘導、情報提供 

→駅・ターミナル参照 
・バス･タクシー⾞内での対応 
 →バス・タクシー参照 

・観光案内所での対応 
・観光案内所のリーフレット、マップ等での情報提供
  →観光案内所参照 
・観光地内の掲⽰物、サイン等での誘導、情報提供 
 →印刷物参照、まち歩き参照 

・飲⾷店スタッフの対応（歓迎〜注⽂〜清算） 
・メニューでの情報提供 
・店内の掲⽰物、サイン等での誘導、情報提供 
→飲⾷店参照 

・路上等のサインでの誘導、情報提供誘導標識
の設置  

→まち歩き参照 
・観光ポイントにおける解説板等での情報提供
→観光施設・トイレ参照 

・店舗スタッフの対応（歓迎〜清算） 
・店内での掲⽰物による情報提供 
 →商店（⼟産品店）参照 

地域の交通拠点に到着 
バス､タクシー等に乗換 

⽬的地に到着 

⾒る 

⾷べる 

買う 

発生しうる不安、 

求められる情報提供機能

泊まる 

場所別対応ポイント 

・泊まれるか不安 

・宿泊施設のルールが分
からない 

・精算が不安 

・宿泊施設スタッフの対応（予約〜歓迎〜⾷事
の提供〜清算） 

・館内施設等の掲⽰物での情報提供 
・部屋内での情報提供 
・⼊浴場などの情報提供 
 →宿泊施設参照 

・精算が不安 

交通情報、乗換情報、 
⽬的地の情報 

・観光地の詳しい情報が欲
しい。 

観光地情報、 
宿泊施設情報、飲⾷店情報 

メニューの内容に関する情
報、価格の情報 

宿泊施設におけるわかりや
すい案内、サービス情報 

・観光のポイント、関連情
報が分からない 

観光ポイントまでのアクセ
ス情報、観光資源情報 

各店舗での分かりやすい商
品情報、購⼊案内情報 

C 外国人を受け入れるにあたって 

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-1.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-2.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-3.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/E-2.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-8.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-5.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-8.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-4.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-6.pdf
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-7.pdf
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× 「特急」「急行」「快速」の違い、 

「高速バス」と「特急バス」の区別などが、 

外国人には分かりづらい、という声をよく聞きます。 

右のような掲示方法だけでは乗り場に困るので、 

補足の説明が必要です。 

 

D-1  駅・ターミナル 
 

ミニマム 
ポイント 

①⾏き先、停まる・降りる場所をローマ字併記 
②料⾦表、時刻表、路線図を多⾔語 
③⾔葉で説明が難しいことは、絵や写真で説明

 
１ 路線図 

●外国⼈観光客の利⽤が多い路線、駅名やバス停名にローマ字を併記します。 
●バスなどでは直⾏ではなく「経由便」だと不安で乗りづらい場合があるので、「□と□に乗れ

ば○○に着く」ということが分かるようにします。 
●路線を⾊分けしたり、駅名やバス停名を数字や英語で表すなど、「⾊」や「数字・英語」で、

誰でも区分けが分かるようにします。 
 

例 文字を読まなくても「N1」などのＩＤで探せるように、外国人観光客がよく利用するルー
トには NA・NB･･、バス停にはＮ１・Ｎ２･･と表記（ＩＤ化）（北海道・登別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 バスの車体が異なる場合は、バスの写真を掲示
（福島県・会津若松） 

 

  

D 施設・拠点別情報提供の留意点 
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× タクシー乗り場は、 

「Taxi Stop」と「Taxi Stand」の２通りで 

英訳されています。 

同じ建物の中でも統一されていない場合があります。 

地域内、あるいはせめて同じ建物内では 

統一する方がよいです。 

２ 時刻表 
●左端に時、その右側に分を⽰す「時刻表」の⾒⽅が分からない場

合が多いので、「時刻表（タイトル）」「⾏き先」「時・分の区分」
を多⾔語化します。 

●曜⽇限定、期間限定の運⾏（運休）なども多⾔語化します。 

 

３ 切符販売 
＜切符販売機では＞ 

●券売機によって買い⽅が異なるので、切符販売機の使い⽅を説明します。 
●⾦額の単位「円」が省略されていると分かりづらいので、表記します。 
●「⼦ども料⾦」「特急料⾦」「指定席料⾦」「乗り継ぎ料⾦」なども多⾔語化します。 
●⾏き先＆料⾦⼀覧等を作成する時は、アルファベット順に並べるなど、外国⼈が探しやすい

ようにします。 
＜窓⼝では＞ 

●窓⼝での売買（精算）は、筆記か電卓等で数字を⽰し、相⼿に確認しながら⾏います。 
●周遊券やフリー切符などを使いたい、と思っている⼈も多いので、窓⼝や張り紙等で案内し

ます。 
 

４ 乗り場 
●乗場が複数ある場合は、間違って乗らないように、⾏き先をローマ字で⽰したり、番号で案

内するなどします。 
●⼈が確認・案内できる場合は、⾏き先を確認し、降りる場所を案内します。 
●バスやタクシーの乗り場についても、すぐ⾒つかるよう、掲⽰物で誘導します。 
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D-2  バス・タクシー 
 

ミニマム 
ポイント 

①「整理券をとる」「降⾞ボタンを押す」ことを案内 
②料⾦箱、両替箱を多⾔語 
③タクシーは料⾦システムをあらかじめ説明できるものを⽤意 

 

■バス  
１ バス停 

●バスは「前から乗る場合」「後ろから乗る場合」と、会社によって異なるので、「乗⾞⼝」の
案内があると親切です。 

●整理券を最初にとる必要がある場合は、その案内を整理券取り⼝に⽰します。また、整理券
の「使い⽅」についても張り紙をするなどします。 

 
例 A バス停に、「バスの乗り方のポイント」を掲示（北海道・釧路） 

例 B 整理券に案内を表記（三重県・伊勢/鳥羽） 

例 C 整理券の案内シール（茨城県・水戸/つくば） 

 A→              B→         C→  

 

 

 

 

 

●左側に時、その右側に分を⽰す「時刻表」の⾒⽅が分からない場合が多いので、「時刻表（タ
イトル）」「⾏き先」「時・分の区分」を多⾔語化します。 

例 行き先がイメージできる写真を路線図と一緒に張
ると、旅行者も安心（沖縄県・石垣） 

 

 

２ ⾞内 
●降⾞ボタンの使い⽅、運賃の払い⽅など、バスのルール 
について張り紙をします。使い⽅はイラストや写真で説明 
すると分かりやすくなります。 

例 運賃の見方、降車ボタンの使い方、料金の支払方
法の説明を車内に掲示（北海道・登別） 

 

D 施設・拠点別情報提供の留意点 
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３ 乗車案内 
●料⾦⼀覧表のバス停名には、ローマ字を併記します。 
●⼦ども料⾦の設定についても案内します。 
●携帯電話の普及率が⾼い国では、公共交通機関に乗っている間も携帯電話で話をすることが

普通であるケースがあります。携帯電話を控えてほしい場合は、⾞内放送で案内したり、張
り紙をします。 

 
４ 精算など 

●「整理券→お⾦」という精算⼿順、両替機などになじみがない場合が多いので、説明を張っ
たり、運転⼿が案内するようにします。 

例 一目で利用目的が分かるように、運賃支払い箱にシンプルで
見やすい案内シール（三重県・伊勢/鳥羽） 

 

 

 

■タクシー  
１ 受け入れ 

●外国⼈から⾒てドアの⾃動開閉は珍しく、⾃分で閉めようとする場合があります。ドアを閉
める際に「This is an automatic door（これは⾃動ドアです）」とひと声かけたり、張り紙
をします。 

 

２ 行き先を聞く 
●呼び出した場合の加算料⾦、早朝・深夜料⾦の割増、

⾼速道路分の加算などについては、最初に説明書きを
⽰すなどして、あらかじめ了解してもらいます。 

●外国⼈観光客がよく⾏く先がある場合は、おおよそか
かる料⾦表を作成しておきます。 

●⾏き先については発⾳だけでなく⽂字で確認します。 
●コミュニケーションには、想定されるやりとりと⾏き先をまとめた「指さし会話シート」を

作成しておくと便利です。 
●スマートフォンやタブレット、パソコンなどで使える翻訳ツール等の利⽤も効果的です。 

 

 

 

 

３ 精算など 
●メーターに加算した料⾦を請求する際には、筆記か電卓等で数字を確認しながら⾏います。 
●乗⾞時と同様、ドアが⾃動で開く旨を伝えます。 
 

スマートフォンの音声翻訳アプリケーションを利用しています。これを利用するよ

うになって、行き先を間違えるなどのミスはほとんどなくなりました。 

（外国人観光客が多いタクシーの運転手の話） 

十分会話はできませんが、精算も、何となくコミュニ

ケーションで対応できています。 

（外国人観光客が多いバスの運転手の話）

E-4 指さし会話 参照 

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/E-4.pdf
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D-3  観光案内所 
 

ミニマム 
ポイント 

①観光案内所の場所が分かるように 
②よくある質問、求められる資料は集めて整理し、マニュアル化 
③インターネット接続ができる環境づくり

 

１ 場所案内 
●観光案内所のマークは「ｉ」か「？」を⽤いますが、地域内で統⼀します。 
●観光案内所の看板は外国⼈観光客にも⾒つけやすい内容・配置とします。多⾔語で表記して

あると、外国⼈観光客も訪れやすくなります。 
 

 

 

 

 

 

 

（鳥取県・鳥取） 

 

２ 資料提供 
●地域内で作成している外国語併記のあるパンフレットや地図を確保し、常備します。 
●パンフレットやマップなどを置くときには「英語版」などの表記をはっきり⽰します。外国

⼈観光客が⾃ら探す時、あるいは窓⼝でこちらから渡す時、間違えず、効率的に⾏えます。 
●問い合わせが多い内容（良く⾏く観光施設、宿泊施設、飲⾷店、お店、交通機関等の資料な

ど）は、所在地、⾏き⽅、料⾦、営業時間、時刻表などをまとめたものを作成しておきます。 

●個⼈観光客は「どのぐらい距離があるのか」「どのぐらい時間がかかるのか」「交通⼿段はあ
るのか」などをよく尋ねますので、それらを説明できる資料やマップなどを⽤意します。 

 

３ 休憩スペースなど 
●外国⼈観光客が座って休憩できる場所を確保します。 
●インターネットで情報収集しながら旅⾏する外国⼈観光

客が増えており、インターネット接続ができる環境づく
りが求められています。地域の中で、インターネットが
無料で利⽤できる公衆無線 LAN、アクセスポイントがあ
る場合は紹介します。また、観光案内所内で無料公衆無
線 LAN が利⽤できる場合は、そのことが分かるように表
⽰します。 

D 施設・拠点別情報提供の留意点 
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JNTO 認定外国⼈観光案内所（ビジット・ジャパン案内所）について 
 
●⽇本政府観光局（JNTO）では、外国⼈観光案内所の認定を⾏っており、平

成 25 年 1 ⽉現在、342 か所を指定しています。⽴地、機能等により案内所
を三つのカテゴリー及びパートナー施設に分け、3 年ごとの更新制とするこ
と等により、案内所の質の向上・質の担保を図ります。区分と基準について
は次の通りで、カテゴリー３が最も⾼いレベルです。これらの観光案内所に
認定されると、機能向上の⽀援サポートがあるほか、JNTO の外国語ウェブ
サイトや海外事務所を通じて情報発信が⾏われます。 

 

カテゴリー1 常駐でなくとも何等かの⽅法で英語対応可能。地域の案内を提供。 

カテゴリー2 少なくとも英語で対応可能なスタッフが常駐。広域の案内を提供。 

カテゴリー3 常時英語・中国語・韓国語による対応が可能。全国レベルの観光案内を提供。
原則年中無休。Wi-Fi あり。ゲートウェイや外国⼈来訪者の多い⽴地。 

パートナー施設 観光案内を専業としない施設であっても、外国⼈旅⾏者を積極的に受け⼊れ
る意欲があり、公平・中⽴な⽴場で地域の案内を提供。 

 

★現在指定されている場所など、詳しいことは⽇本政府観光局（JNTO）のホームページに記
載されています。 http://www.jnto.go.jp/jpn/reference/visitor_support/tic/list.html 

 

 

  

JNTO 認定外国

人観光案内所の

シンボルマーク
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× ピクトグラムは便利ですが、使い方によっては混を招きます。 

右の写真の場合、車椅子利用者の専用の駐車ですが、 

「車椅子を置くところ」と間違われる可能性があります。 

 

D-4  観光施設・トイレ 
 

ミニマム 
ポイント 

①料⾦に関する説明は多⾔語で 
②注意事項、禁⽌事項の翻訳は適切に。ピクトグラムも有効 
③⽇本⼈ならば説明不要なもの・ことにも、簡単に説明を 

 

１ 歓迎 
●「ようこそ○○へ」という歓迎の⾔葉が多⾔語で掲げられていると、おもてなし度が⾼まり

ます。 

 

２ 入場券販売 
●「⼦ども料⾦」の説明として「⼩中学⽣」と記載すると、対象年齢が異なる国もあるので、「○

〜○歳」と記載します。 
●数字の発⾳は難しく、間違って伝わるとトラブルのもとになります。複数枚を販売する場合な

どは、レジで⾦額が表⽰されない場合などは、電卓を使って⾦額を⽰し、相⼿に確認しながら
販売します。 

 

３ 誘導 
●注意事項は、国独⾃の⾔い回しがあったり、⽇本語直訳だと不適切なケースもあるので、正確

かつ適切な翻訳を⾏います。 
●⽂字の表記がなくても理解できる「ピクトグラム」を活⽤します。 
 

［例］多くの外国人がピクトグラムだけで理解できる主な案内表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

× 多⾔語化する場合、「⾃分の国の⾔葉だけない」というイメージを持たれないよう、
来訪する外国⼈の国籍に応じて多⾔語化します。（中⽂の場合、簡体字だけ、もしくは
繁体字だけだと、併記がない⽅から“歓迎されていない”という印象を持たれますので、
どちらも記載することとします。） 

G-1  翻訳事例集 1  参照 

D 施設・拠点別情報提供の留意点 

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/G-1.xls
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４ 解説・サービス 
●解説板での案内が多⾔語でない場合は、多⾔語の解説を別途作成するなど、外国⼈観光客に

も解説が伝わるようにします。 
●昔の道具など、⽇本⼈ならば説明がなくても分かる道具でも、外国⼈観光客には分からない

（でも興味がある）場合が多いので、多⾔語で説明します。 
●各種体験などを⾏っている場合も、外国⼈観光客が参加しやすいよう、多⾔語で案内します。 
●「さわらないで下さい」「写真撮影は禁⽌です」などの禁⽌事項も多⾔語で⽰します。 

 

 

 

●「この⽔は飲めません」「落雪（つらら）に注意してください」「⿃の糞に注意してください」
なども多⾔語化します。 

 

５ トイレ 
●⾞いす使⽤者が利⽤しやすく、おむつ交換ができるスペースもある「多⽬的トイレ（多機能

トイレ）」になじみのない外国⼈観光客もいます。どのような⽅が利⽤できるのか分かるピク
トグラムを掲げたり、性別を問わずに利⽤できることが分かるような表記にします。 

●「⾝障者」は、直訳すると差別的表現と受け⽌められることもあるので「バリアフリー」と
いう表現を⽤いて、「barrier-free restroom」などと表記します。 

●使⽤済みのトイレットペーパーは流すこと、温⽔洗浄機能付き便座・消⾳ボタン・除菌クリ
ーナーの説明についても多⾔化します。 

●⽔洗ボタン（レバー）が分かりづらく探せない、⾮常ボタ
ンを⽔洗ボタンと間違えて押してしまう、というようなこ
とが起こらないよう、⽔洗ボタン（レバー）の場所を⽰し
たり、⾮常ボタンの説明を張ったりします。 

 

  

× 注意事項を多⾔語化する場合、中国語だけ、韓国語だけ、など（英語以外の）限られ
た⾔語のみで⽰すと「⾃分の国だけ注意されている」と思われるので、複数の⾔語で
注意書きを⽰すようにします。（または、英語併記のみにします。） 
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D-5  飲食店 
 

ミニマム 
ポイント 

①「材料」と「調理⽅法」は簡単に多⾔語化 
②メニューは数字や写真で、注⽂をしやすく・受けやすく 
③「お通し」「サービス料」などは説明を

 

★次の web サイトでも、飲⾷店での対応ポイントが詳しく記載されています。 
 

 

 

 

１ 歓迎、席への案内 
●「ようこそ」という歓迎の⾔葉が⾃分の国の⾔葉で掲げられていると、「この店は⼊っても⼤

丈夫」という安⼼につながります。 
 

 

 

 

●笑顔で迎えられると、「⾃分に好意的だ」と安⼼します。ただし、意味のないテレ笑い、うす
ら笑いは、バカにされたと受け取る⼈もいるので注意します。 

●多くの国では公共の場での禁煙・分煙が進んでいます。喫煙・禁煙について尋ね、席を案内
します。 

 

２ メニュー 
●メニューは⾔葉の説明より写真の⽅が伝わる場合も多いです。スープなのか、ご飯なのか、

炒め物なのかなども⼀⽬で分かります。 
●⾷材や調理⽅法の説明書きを加えると、誤解を受けにくく、⾷物アレルギーの⽅や、宗教や

⾷習慣上「⾷べられないもの」がある（詳しくは次のページ参照）⼈も安⼼して選ぶことが
できます。 

●メニューに番号を付けると、注⽂もしやすく、注⽂を受ける側も間違えません。また、数字
は発⾳だけでは聞き間違えるので確認し合います。 

●簡単なやりとりは、「指さし会話集」を利⽤します。 
★指さし会話集がダウンロードできる web サイト 

 

 
 

北海道『カンタン３カ国語 指さし会話集』 
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/660-kantan-yubisasi-kaiwasyu/kaiwasyu-top.htm
札幌市 指差し接客会話シート 
http://www.city.sapporo.jp/keizai/shotengai/helpo.html 

観光庁 『多様な食文化・食習慣を有する外国人客への対応マニュアル』 

http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/sangyou/taiou_manual.html 
日本政府観光局（JNTO） 飲食施設における一般的な留意事項（宿泊施設・飲食店） 
http://www.jnto.go.jp/jpn/reference/visitor_support/reception/restaurant/manner.html 

× 「ようこそ」を多⾔語化する場合、「⾃分の国の⾔葉だけない」というイメージを持た
れないよう、来訪する外国⼈の国籍に応じて多⾔語化します。（中⽂の場合、簡体字だけ、
もしくは繁体字だけだと、併記がない⽅がから“歓迎されていない”という印象を持たれ
ますので、どちらも記載することとします。） 

D 施設・拠点別情報提供の留意点 
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３ 精算 
●海外ではテーブルで⽀払うことが多いので、レジでの⽀払いをお願いしたい場合は、「お⽀払

いはレジで」とあらかじめ表記しておきます。 

●海外には「お通し」がないので⽀払時にクレームになることがあります。飲⾷にかかる税⾦、
サービス料⾦とともに説明と⾦額を⽰します。 

宗教や⾷習慣上「⾷べられないもの」について 
●⾷材は、⾷物アレルギー以外にも宗教や⾷習慣による「⾷べないもの」への配慮が必要です。 

【⾷べないもの⼀覧】     ※五葷（ごくん：ニンニク、ニラ、ラッキョウ、⽟ねぎ、アサツキ） 
宗教・習慣 肉 魚介類 乳製品 卵 野菜 アルコール 調味料、油

イスラム教徒 
豚 

適切な処理

でない肉 

ウナギ、イ

カ、タコ、貝類
   全般 

豚由来 

漬け物などの

発酵食品

ヒンドゥー教徒 牛、豚 全般  
（食べない人

もいる） 
五葷※  肉・魚由来

ユダヤ教徒 
豚・馬 

適切な処理

でない肉 

ウナギ、イカ､

タコ、エビ､

カニ､貝 

(肉類と乳製

品の組み合

わせはＮＧ）

   豚由来 

ベジタリアン 全般 全般 
（食べない人

もいる） 
全般 

根菜類 

五葷※ 
 肉・魚由来

●イスラム教徒やヒンドゥー教徒が多い店では次のようなことも留意します。 
・イスラム教徒は、豚の姿を⾒ることも嫌がるので、イラストや写真を掲載するのは避ける。 
・ヒンドゥー教徒は、右⼿は神聖な⼿、左⼿は不浄な⼿なので、給仕する際には必ず右⼿を使う。 
 

⾷べ物、飲み物、喫煙についての好み、考え⽅ 
国 食べ物 飲み物 喫煙について 

中国 
台湾 
香港 

（中）量も品数も多め。ビュッフェが好まれる。スープ

類、食後の果物を好む。 

(中)出身地で味の好みが違うので醤油や唐辛子を出し

ておくと良い。 

(台)小出しより、小皿が並んでいる方が好まれる。 

（中・台）酸っぱい料理は苦手。 

（台・香）食べられない刺身を鍋に入れて食べることが

あり、夏でも鍋は好まれる。 

（共通）わさびは良く使う。 

（共通）食前・食後に

温かいお茶を飲む。 

 

（共通）冷たいものは

好まない。 

(香)分煙が徹底され

ている。 

韓国 

ご飯、汁物、漬け物が基本で汁物が好まれる。 

キムチやコチュジャン、赤味噌など添えると喜ばれる。

※器を持って食べないのでスプーンを添える。ご飯もス

プーンを使う。 

麦茶、トウモロコシ

茶、水 

公共の場での禁煙

化が進んでいる。 

アメリカ 
ベジタリアンが増えている。 

カロリー表示があると良い。 
 

公共の場での喫煙

が禁止されている。

ヨーロッパ 

(イギリス)動物愛護心が高く、馬肉や鯨肉、活造り、踊

り食いは好まない。ベジタリアンが増えている。 

(フランス)パンはお代わり自由が一般的。追加料金が

必要な場合は事前説明を。デザートを好む。 

(ドイツ)オーガニック食材が好まれる。 

(フランス)お茶は有

料の場合が多く、無

料である説明を。 

(ドイツ)女性はビー

ルもワインも好む。 

公的な場所での禁

煙は浸透している。

オーストラリア 
食後のデザート(甘味)を好む 

×捕鯨に否定的な国なので、鯨料理は出さない。 
 

分煙が確立してい

る。 
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D-6  商店（土産品店） 
 

ミニマム 
ポイント 

①商品は⾒本を⽰し、試⾷ができるように 
②注意事項はあらかじめ張り紙を 
③「使い⽅」など、⽂字説明が複雑になるものは写真で説明 

 

１ 出迎え 
●「ようこそ」という歓迎の⾔葉が⾃分の国の⾔葉で掲げられていると、「この店は⼊っても⼤

丈夫」という安⼼につながります。 
 

 

 

 

 

●最初に笑顔で迎えられると、「⾃分に好意的だ」と安⼼します。ただし、意味のないテレ笑い、
うすら笑いは、バカにされたと受け取る⼈もいるので注意します。 

 

２ 商品陳列 
●商品名については、英語併記（アジアのお客さんが多い場合はその国の⾔葉）で表記します。 
●⾷品については、試⾷のサービスが喜ばれます。注⽬度も⾼まりますし、販売率も⾼まりま

す。「試⾷できます」という張り紙を⽰すなど試⾷をアピールします。 
●⾷べ物でない場合も、中⾝が分かるように「⾒本」を⽰しておくと安⼼して買ってもらえま

す。また、中⾝を空けられることも防げます。 

●外国⼈観光客にとって使い⽅になじみのない商品は、その使い⽅を写真や⽂章で説明します。 
●⼯芸品や加⼯⾷品など、「⼩さいけれど⾼い」お⼟産については、商品の価値について説明を

加えると購買につながります。 

●知⼈・親族にお⼟産を配るという習慣はアジア⼈に多く⾒られます。欧⽶⼈の場合は、⾃分
の記念として買い求めることが多いようです。 

●中華圏は、割引より、「５個買ったら１つおまけを付けます」など「おまけつき」を好む傾向
があります。また、「○割引」と⾔わず「○掛け（「折」という⾔葉を使います）」と表すため、
「10％引き」よりも「90％で買える」という表記の⽅がお得感が伝わるようです。 

 

 

 
●「壊れやすいので⼿を触れないでほしい」「店内への飲⾷持ち込み禁⽌」など、注意書きにつ

いてはあらかじめ張り紙、掲⽰をしておくことがトラブルの未然防⽌につながります。その
際の張り紙、掲⽰の留意点としては次のようなことがあります。 

 

 

× 「ようこそ」を多⾔語化する場合、「⾃分の国の⾔葉だけない」というイメージを持た
れないよう、来訪する外国⼈の国籍に応じて多⾔語化します。（中⽂の場合、簡体字だけ、
もしくは繁体字だけだと、併記がない⽅がから“歓迎されていない”という印象を持たれ
ますので、どちらも記載することとします。） 

！ 「１割引」は 10％オフですが、「１折」は 10％で買える＝90％オフ、となります。間
違えないようにしましょう。 

× 注意事項を多⾔語化する場合、限られた⾔語のみで⽰すと「⾃分の国だけ注意されてい
る」と思われるので、複数の⾔語で注意書きを⽰すようにします。（または、英語併記）

D 施設・拠点別情報提供の留意点 
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３ 精算 
●価格の交渉を⼝頭でやりとりすることが多い国もあり、値引きを依頼される場合があります。

値引きができない場合は、笑顔で「すみませんが、できません」とはっきり答えます。「値引
きは⾏っていません」という張り紙をレジに掲⽰しておくと、指をさしながら断ることもで
きます。 

●数字の発⾳は難しく、間違って伝わるとトラブルのもとになります。レジで⾦額が表⽰され
ない場合などは、電卓を使って⾦額を⽰したり、数字を書いて、相⼿と確認しながら精算し
ます。 

●中国では貨幣（⼈⺠元）の国外持ち出しが制限されているのでクレジットカードや銀聯カー
ド（デビットカード）をよく利⽤するので対応できると喜ばれます。 

●簡単なやりとりは、「指さし会話集」を利⽤します。 
 
★指さし会話集がダウンロードできる web サイト 

 

 

 

 

 

  

北海道『カンタン３カ国語 指さし会話集』 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/660-kantan-yubisasi-kaiwasyu/kaiwasyu-top.htm 
札幌市 指差し接客会話シート 

http://www.city.sapporo.jp/keizai/shotengai/helpo.html 
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D-7  宿泊施設 
 

 

★次の web サイトでも、宿泊施設での対応ポイントが詳しく記載されています。 
 
 

 

１ 予約 
●クレジットカード番号で予約を受ける「ギャランティリザベーション制度」を活⽤すると、

世界中から直接予約を受けることができ、直前キャンセルの回避、予防にも有効です。予約
の際にクレジットカードの番号を聞く場合は、安全上、電話で直接尋ねるようにします。 

●メールでの問合せには電話あるいは FAX で内容を確認します。相⼿の国との時差もちゃんと
考慮して連絡するようにします。 

 

 

 

 

２ 出迎え 
 

 

 

●笑顔で迎えられると、「⾃分に好意的だ」と安⼼します。ただし、意味のないテレ笑い、うす
ら笑いは、バカにされたと受け取る⼈もいるので注意します。 

 

 

 

●「いらっしゃいませ」という⼀⾔が多⾔語で⽰されているだけでも、気持ちが伝わります。 
 

 

 

  

ミニマム 
ポイント 

①和室、浴⾐、⾵呂場、和式トイレ等の使い⽅を説明。絵や写真も効果的 
②料⾦システム、時間に関することは、説明プリントを⽤意 
③注意事項はあらかじめ張り紙を

よくある質問は「禁煙・喫煙室の有無」、「子供料金」、「バス・トイレ付」、「インターネット環境の

有無」、「アクセス」です。同じような質問が多く、じきにパターン化されるので、それらに対応で

きれば十分だと思います。                 （外国人宿泊客が多い旅館の話） 

いつでもニコニコと応対するのが旅館を営む者の務めだと思っていたら、「日本人は不気味な笑いを

する」「無意味な笑いをする」などと言われたこともあります。笑顔でさえ国によって意味が違うの

です。今は、笑顔を見せていい場面とそうでない場面を分けています。 

（外国人宿泊客が多い旅館の話） 

日本政府観光局（JNTO） 飲食施設における一般的な留意事項（宿泊施設・飲食店） 
http://www.jnto.go.jp/jpn/reference/visitor_support/reception/restaurant/manner.html 

× 多⾔語化する場合、「⾃分の国の⾔葉だけない」というイメージを持たれないよう、宿
泊に来る外国⼈の国籍に応じて多⾔語化します。（中⽂の場合、簡体字だけ、もしくは繁
体字だけだと、併記がない⽅がから“歓迎されていない”という印象を持たれますので、
どちらも記載することとします。） 

× ⽇本の旅館でよくある「⿊い板に⽩い⽂字でお客様の名前を書くこと」は、中国、台湾
では葬式のイメージがあるので好まれません。 

D 施設・拠点別情報提供の留意点 
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３ 館内・部屋案内 

●あらかじめ説明しておくとよいと思われることは、プリントなどを⽤意し、チェックインの
際に渡します。 
・時間に関わること（⾷事、⾨限、チェックアウト、⼊浴時間、男⼥の⾵呂の⼊れ替えなど）。 
・部屋を利⽤するにあたって理解してほしいこと（外出時に鍵を置いていく、不在の間に布

団を敷く、清掃中は部屋に⼊れない、など） 
・和室の基本的な使い⽅（冷暖房の使い⽅、浴⾐の着⽅、スリッパは脱ぐ、布団は後で敷く、

備品の持ち帰り範囲など） 
 

 

 

 

 

 

 

 

●体格が⼤きな⼈が宿泊する場合は、布団を２枚⽤意したり、⼤きめのサイズにしておきます。 
●インターネットの接続サービスがある場合は表記します。 
●避難ルートについては、図で⽰すか、外国⼈観光客にも分かるような説明を⽤意します。 
●館内の施設・設備で説明があった⽅がよいところには多⾔語で張り紙をします。 

・喫煙所の案内 
・ごみの分別案内 
・国際電話のかけ⽅（公衆電話がある場合） 
・使⽤済みのトイレットペーパーは流す、温⽔洗浄機能付き便座・消⾳ボタン・除菌クリーナー

の使い⽅など 
●⽔のボトルはサービス（無料）の国もあるので、有料の場合は、有料である旨を⽰しておき

ます。 
 

４ 食事 
●⾷材や調理⽅法の説明書きを加えると、誤解を受けにくく、⾷物アレルギーの⽅や、宗教や

⾷習慣上「⾷べられないもの」がある（詳しくは飲⾷店のページ参照）⼈も安⼼して料理を
楽しめます。 
・ビュッフェの場合、どのような料理なのかメニューの説明を多⾔語で表記します。 
・セットメニューの場合、⾷材と調理⽅法を説明した「お品書き」を卓上に⽤意しておきます。 

 

５ 入浴案内 
●⼊浴の際の留意事項（⼊る前にかけ湯をする、タオルは浴槽に⼊れない、滑りやすいので注

意するなど）は張り紙をします。 
 

 

 

G-1  翻訳事例集 1 参照 

× 注意事項を多⾔語化する場合、中国語だけ、韓国語だけ、など（英語以外の）限られた
⾔語のみで⽰すと「⾃分の国だけ注意されている」と思われるので、複数の⾔語で注意
書きを⽰すようにします。（または、英語併記のみにします。） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/G-1.xls
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/D-5.pdf
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●家族⾵呂の場合、⾃分の⼊浴後にお湯を抜くのが⼀般的なので、「栓は抜かないでください」
と張り紙をしておきます。 

 

 

 

●アメリカでは温度を摂⽒（℃）ではなく華⽒（°F）で⽰すので、華⽒表⽰があると親切です。 
摂氏（℃） 0 20 30 36.5 100 

華氏（°F） 32 68 86 97.7 212 

 

６ 精算 
●サービス料、⼊湯税、飲み物などの別料⾦について、誤解のないよう対応します。 
●カードが利⽤できる場合、使えるカードを表記します。 
●ゆうちょ銀⾏とセブン銀⾏の ATM は、海外発⾏のカードに対応していますので、ＡＴＭの場

所を尋ねられたら、案内します。 
 

７ 見送り 
●忘れ物がないよう、チェックは⼊念に⾏います。 
●出迎えと同様、温かい⾒送りが好印象につながります。 

 

 

※ その他 
●イスラム教徒は１⽇に５回の礼拝を⾏います。⽅⾓（東⻄南北）を尋ねられる場合があるの

で確認しておきます。 
●イスラム教のラマダン期間中に夜明け前と夜の⾷事にイスラム教徒の好みに合わせた料理を

提供できれば、とても喜ばれます。 
●傘の貸し出しサービスやレンタサイクルなどを案内すると、喜ばれます。 
  

共同風呂の栓を抜いたり、浴槽内で体を洗ったりというトラブルがありますが、文化・習慣の違い

が原因。トラブルが起こるたびに、風呂の入り方をイラストと英語で説明を書いて貼るなど、あち

こちにイラスト入りの館内表示をしています。      （外国人宿泊客が多い旅館の方の話） 
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D-8  まち歩き 
 

ミニマム 
ポイント 

①数字で歩く順番を⽰せば、⽂字が読めなくても歩ける 
②距離や⽅向はできるだけ細やかに掲⽰。写真を⽤いて分かりやすく 
③降雪、夜間でも⽬⽴つ場所に看板を設置

 

１ 歓迎 
●「ようこそ○○へ」という歓迎の⾔葉が、観光客の⽬につきやすい場所に掲げられていると、

おもてなし度が⾼まります。 
 

 

 

 

 

２ 観光案内版（マップ） 
●マップには「現在地」「⽅位」「縮尺」を、また⼊り⼝がある場合は「⼊⼝」を必ず⽰します。 
●「現在地」という意味を⽰すピクトグラムはないので、「You are here」など⾔葉で⽰しま

す。 
●⼟産物屋や飲⾷店など観光客がよく訪れるお店は、店名を⾒ても、どのような店なのか分か

らないので、お店の説明を多⾔語で表記します。 

＜番号の活⽤＞ 
●観光案内板に番号を付け、番号⼊りのマップを⾒ながら歩けるようにすると、外国語版のマ

ップがなくても、まち歩きが可能になります。 
●お勧めのモデルコースなどには、歩く順番に番号をつけて、間違えずにまち歩きを楽しんで

もらえるようにします。コースには距離や所要時間についても、できるだけ丁寧に⽰します。 

＜写真の活⽤＞ 
●番号とともに効果的なのは写真の掲載で

す。歩いている途中に⾒える⽬印の写真、
⽬的地の代表的な写真などを地図上に掲
載し、（⾔葉の表記がなくても）⼀⽬⾒て
分かるような⼯夫をします。 

（千葉県・成田） 

＜⾊や⽅向の統⼀、ピクトグラムの活⽤＞ 
●⼿持ちマップと掲⽰物やホームページにある地図が、同じ番号、⾊分け、ピクトグラムを⽤

いていると、分かりやすくなります。 
●地図の⽅向が同じだと分かりやすいので、統⼀できるものについては、⽅向等を統⼀します。

× 多⾔語化する場合、「⾃分の国の⾔葉だけない」というイメージを持たれないよう、
来訪する外国⼈の国籍に応じて多⾔語化します。（中⽂の場合、簡体字だけ、もしくは
繁体字だけだと、併記がない⽅がから“歓迎されていない”という印象を持たれますの
で、どちらも記載することとします。） 

D 施設・拠点別情報提供の留意点 
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３ 誘導、禁止・注意事項など 
●「→」による誘導表⽰については、⽬的地までの距離も合わせて「→○○ｍ」と表⽰します。

「あと○分」は個⼈で差があるので「あと○ｍ」にします。 
●誘導表⽰が途切れないようにします。（実際にチェックしてもらうと効果的です。） 
●誘導表⽰は、「帰り道」のことも考えて設置します。 
●路上喫煙やポイ捨て禁⽌など、地域独⾃の禁⽌事項やルール等についても、多⾔語で案内表

⽰します。 
●交通量が多い地点では、⾞に気をつけるなども多⾔語で注意喚起します。 
●設置場所は、雪が降っても夜間でも⽬にとまる位置に設置します。 
 

 

 

 

 

  

× 注意事項を多⾔語化する場合、中国語だけ、韓国語だけ、など（英語以外の）限られ
た⾔語のみで⽰すと「⾃分の国だけ注意されている」と思われるので、複数の⾔語で
注意書きを⽰すようにします。（または、英語併記のみにします。） 
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D-9  緊急時の対応 
 

ミニマム 
ポイント 

①旅⾏中の事故や災害、犯罪などに巻き込まれる外国⼈旅⾏者が必ずいる
ことを想定して、常に⾮常時における必要な連絡先等を把握し、関係者同
⼠で周知しておくこと 

②その際、⾔葉の障害がさらに⼤きな危険を招くこともあるので、緊急時
の外国語対応についても準備しておくこと

 

１ 日本は安全な国。それでも…… 
●世界的にみると、⽇本は⾮常に治安がよく、安全な国であると⾔われます。また、町の中が

清潔で、衛⽣⾯でも常に⾼い評価を受けていますが、かといって、⽇本には犯罪や⾷中毒は
ないわけではありません。特に、ひとり歩きの外国⼈は⾔葉の障壁もあり、より⾼い確率で
そうした危険にさらされる可能性もあります。 

●こうした危険を回避する⼿⽴てを講じるためにも、わが町を訪れた外国⼈が実際に事件や災
害等に⾒舞われたときに、地域としてどのように対処するかを、事前に関係者と協議してお
くことが必要です。 

 

２ 非常時の対応先 
●想定される⾮常時とは次のものが考えられます。 
 ①交通事故（通報先：警察署） 

・旅⾏者⾃⾝が起こした事故、旅⾏者が巻き込まれた事故 
 ②盗難などの犯罪（通報先：警察署） 
    ・旅⾏中の盗難 

③急病・けが（通報先：程度によって消防署または病院） 
 ・旅⾏中の病気、けがなど 

 ④⽕災（通報先：消防署） 
  ・泊まっているホテルでの⽕災など 

 
●特に、北海道においては、最近外国⼈旅⾏者が引き起こす事故  

が⽬⽴っており、その場合の対応を知っておく必要があります。 
また、北海道警察のホームページには英語のサイトも設けられ 
ており、その中に緊急時の対応についても説明されています。 

http://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/english/yoken.htm 

ただ、これらは主に北海道在住者を対象としており、旅⾏者の対応という点では情報が不⾜
しています。したがって、外国⼈観光客が多い地域にあっては、常に地元の警察とも⾮常時
の対応について協議しておくことが必要です。 

D 施設・拠点別情報提供の留意点 

北海道警察のホームページ内にある 

【in case of emergency】ページの一部 



外国人観光客ひとり歩き受入マニュアル 

 

34 

 

●もう⼀つのリスクは急病になったときです。⾔葉が通じないことで、適切な診療ができない
ケースも想定されるため、上記の警察と同様、⾮常時に対応してくれるよう消防署や⾝近な
病院などと事前に打ち合わせしておくことが必要です。なお、近年は、消防庁と観光庁が「救
急⾞を上⼿に使いましょう」（救急⾞ 必要なのはどんなとき？）という外国語版のパンフレ
ットを作成し、観光案内所などにも常備されるようになりました。このような情報資料もい
ざというときには役⽴ちますので、⼤切に保管しておきましょう。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●外国⼈にとって、北海道にある⾃分たちの国の領事館は頼もしい存在です。ただし、その存
在を知らない外国⼈も案外多いと思いますので、その連絡先などを旅⾏者に伝えてあげるこ
とも重要な緊急対応といえます。 

 

【在北海道外国公館 Foreign Embassies in Hokkaido】 

■中華⼈⺠共和国駐札幌総領事館 JA / ZH  Consulate-General of the People's Republic of China  
札幌市中央区南 3 条⻄ 23 丁⽬ 5-1 
■在札幌⼤韓⺠国総領事館 JA / KO / EN  Consulate-General of the Republic of the Korea  
札幌市中央区北 2 条⻄ 12 丁⽬ 1-4 
■在札幌オーストラリア領事館 JA / EN  Australian Consulate  
札幌市中央区北 5 条⻄ 6 丁⽬ 札幌センタービル 17 階  
■在札幌⽶国総領事館 JA / EN      Consulate-General of the United States of America  
札幌市中央区北 1 条⻄ 28 丁⽬  
■在札幌ロシア連邦総領事館 JA / RU / EN Consulate-General of the Russian Federation in Sapporo  
札幌市中央区南 14 条⻄ 23 丁⽬ 5-1  
■在札幌ロシア連邦総領事館在函館⽀部 JA / RU / EN Consulate-General of the Russian Federation in 

hakodate   函館市元町 14-1 
 
 
  

消防庁・観光庁で発行している救急車の利用の手引き（一部）
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E-1  翻訳 
 

 
１ 翻訳の前に 

●地名、建物名、⼈名などの固有名詞は、翻訳せずローマ字で表し、「○○River（川）」「Lake
○○（湖）」「○○shopping Moll（商業施設）」などの英語を補⾜します。 

●外国語併記ではなく、ピクトグラムや写真や図を⽤いて説明した⽅が、国籍を問わず分かり
やすい場合もあります。 

ピクトグラム 
で⽰す 

●誘導したり、禁⽌することを絵⽂字にしています。 
 

（例） 
 

写真や図を 
使う 

●禁⽌事項などは、⾔葉で⽰しづらい内容は、写真や図に「×」や「→」
などを使って禁⽌することを伝えたり、誘導したりします。 

 
 
 

 

２ まずは「英語」を併記する 
●多くの外国語を翻訳することは、作業もコストもかかります。ひとり歩き旅⾏者の多くは多

少英語を理解している⼈が多く、最低限の対応として、まず英語併記を⾏うようにします。 

 

３ 簡単な翻訳ならば、自分たちでやってみる 
●最近は、⽇本語を⼊⼒すると外国語に翻訳してくれるオンライン翻訳サービスがインターネ

ット上にあります。それらを使って、簡単な⾔い回しや単語は翻訳することができます。 
★翻訳ができる web サイト 

 

 

 

 

３ すべて直訳では通らない 
●⽇本独特の敬語や遠回しな⾔い⽅は、そのまま訳すと伝わらない場合もあります。すべてを

「そのまま直訳」とせず、その⾔語にあった翻訳を⼼がけます。 

【注意】「ご遠慮下さい」「努⼒してください」は、Ｙes かＮo かはっきり分かるように⽰す。

 

写真や図 

GOOGLE グーグル翻訳 

http://translate.google.co.jp/?hl=ja&tab=TT 

YAHOO 翻訳 

http://honyaku.yahoo.co.jp/ 

D 簡便な情報ツールの作成と活用 

G-1  翻訳事例集 1 参照 

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/minimum/pdf/G-1.xls
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４ 翻訳には最低限地域での統一を 
●複数の翻訳の仕⽅が考えられる場合、複数の翻訳者が分担して翻訳すると、同じものを指す

場合でも異なる翻訳になることがあります。地域の中で翻訳のルールをつくって、掲⽰物や
印刷物の翻訳を統⼀するようにします。 

【例】「温泉」は、「Hot Spring」「SPA」「ONSEN」などさまざまな訳が全国で使われている。
タクシー乗り場は「Taxi Stop」「Taxi Stand」などの訳があり地域で統⼀されていな
い場合もある。地域で翻訳の仕⽅を統⼀すると観光客にも分かりやすい。 

【例】登別温泉では、「温泉」は「オンセン」が海外でもある程度浸透していると判断し、意
味を訳さず「ONSEN」と表記とし、「地獄⾕」は「地獄」「⾕」の意味が伝わった⽅が
良いと判断し、「Jigokudani（Hell Valley）」と、ローマ字読みと意味を訳した英語表
記を併記した。 

 

５ 翻訳後はネイティブチェック＆更新を 
●翻訳能⼒や仕⽅については個々の差があります。翻訳したものは、ネイティブチェックを⾏

うようにします。留学⽣や外国語教師など⾝近な外国⼈に協⼒を依頼して⾏う場合が多いで
す。 

●⼀度翻訳したものは、コストや⼿間がかかるため、あまり更新されない傾向にありますが、
「⽇本語版」の改訂とともに再度翻訳を⾏うことが望ましいです。 

 

６ 英語以外の外国語併記について 
●英語以外の多⾔語としては韓国語・中国語を併記するのが⼀般的です。ただ、地域によって

どこの国から多く来るのかは異なりますので、地域の実情に合わせて英語以外の⾔語を決め
ます。 

●「中国語」には、中国本⼟で広く使⽤している「簡体字」と台湾、⾹港、東南アジア華僑等
で使⽤している「繁体字」があるので、両⽅表記するようにします。 

 

７ 外国人への案内表示ガイドラインの活用 
●北海道運輸局や北海道、札幌市では、これまでに外国語による案内表⽰等のガイドラインを

作成しています。実際に案内板やサイン、パンフレットの作成に当たっては、これらを参考
にすることをおすすめします。 

  ・『多⾔語案内表⽰ガイドライン』【富良野・美瑛広域観光地域、知床観光地域】 
北海道運輸局（平成２２年３⽉） 

  ・『外国語表記ガイドライン』【英語、中国語、ハングル】札幌市（平成２５年度版） 
http://www.city.sapporo.jp/kokusai/publications.html 

  ・『オホーツク多⾔語』オホーツク振興局（平成２４年２⽉） 
http://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/kanko/ 
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E-2  印刷物 
 

 
１ 「日本語併記」が基本 

●外国語だけだと、⽇本⼈には何が書いてあるのか分からず、問い合わせに即座に対応できな
いケースがあります。また、飲⾷店マップなどでは、地図上に⽬的のお店が英語で掲載され
ていても、看板が⽇本語なので現地に⾏ってもどこがそのお店なのかわからないという事態
も想定されます。したがって、パンフレットやマップの作成にあたっては、⽇本語併記を基
本とします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           ハングルと日本語併記の例 

 
２ 何語版なのかすぐ分かるように 

●何語版の印刷物なのか外国⼈も⽇本⼈も分かるように、⽇本語も併記して表紙にはっきりと
記すと、間違えないで渡せます。⾊分けすることも効果的です。 

 

３ 変わる可能性、間違いがある可能性については断りを 
●⾦額や時間、数値など変更の可能性がある情報の場合は、必ず「○○現在の情報です。変わ

る可能性があります」と注記します。 
●また、誤訳があるかもしれないことと、それによって⽣じる不利益・損害についての責任は

負えない旨を記載します。 
 

 

D 簡便な情報ツールの作成と活用 
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E-3  Web サイト 
 

１ フォント（書体）はUNICODE 対応のものを 
●Ｗｅｂページを⾒る側の環境は多様で、フォントの問題から⽂字が適正に表⽰されず、情報

内容が分からない状況が発⽣します。タイトルなど⽂字量が少ない場合は画像処理すれば解
消しますが、基本的には UNICODE（世界の⽂字を混在させるための標準的⽂字コード）対
応のフォントを使⽤します。 

 

２ レイアウトや記号の用い方は、国によって異なる 
●レイアウトや記号の使い⽅などは、国や⾔語によって「好み」や「分かりやすさ」の傾向が

あります。レイアウトやデザイン、記号の⽤い⽅などをネイティブチェックしてもらいます。 
 

【例】⽇本政府観光局（ＪＮＴＯ）の web は、国ごとにレイアウトや内容を変えている。
 

 
 
 
 
 
 
 

繁体版（⾹港、台湾向け） 
ドライブ旅⾏者向けの写真を掲載 

簡体版（中国向け） 
全体的にめでたい⾊の「⾚」を多⽤

ハングル版（韓国向け） 
写真より⽂字情報を優先 

 

３ 変わる可能性、間違いがある可能性については断りを 
●⾦額や時間、数値など変更の可能性がある情報の場合は、必ず「○○現在の情報です。変わ

る可能性があります」と注記します。 
●⾃動翻訳を⽤いたりすると、誤訳が⽣じます。誤訳によって⽣じる不利益・損害についての

責任は負えない旨を記載します。 
 

４ 写真や文字では伝えにくいことは、動画を活用する 
●イベントの内容、四季折々の景観など、⽂字や写真（静⽌画像）では伝えにくい内容などは、

動画を掲載する（動画を⾒ることができるサイトを紹介する）などの⼯夫をします。 
 

５ できるだけ、多くの人にアクセスしてもらえる工夫を 
●観光庁や⽇本政府観光局（ＪＮＴＯ）、都道府県や市町村、⺠間事業者等の観光情報ウェブサ

イト、⽇本への観光が多い国や地域の主要なウェブサイトとリンクさせるようにします。 
●近年は個⼈のブログから“おすすめ情報”を探して⾏き先を決める外国⼈も増えています。地域

在住の外国⼈のブログを掲載するなど、外国⼈旅⾏者に関⼼を持ってもらう⼯夫が必要です。 
 

D 簡便な情報ツールの作成と活用 
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E-4  指さし会話 
 
 
１ オリジナルな指さし会話の作成 
 ●⽇常よく使う単語や⽂章を多⾔語で⽰した「指さし会話」は、外国⼈と接するときのもっと

も簡単なコミュニケーションツールとして各地でつくられ、使われています。それをそのま
ま利⽤するのもいいですが、指さし会話の内容や語句は、それを使⽤する場所やロケーショ
ンによって異なってきますので、できればそれぞれの地域・施設などで、オリジナルなもの
をつくられるとよいでしょう。 

 
   登別温泉で実際に使われているタクシー⽤の指さし会話シート 

（乗客とドライバーとのコミュニケーションツールとなっている） 
     

  

D 簡便な情報ツールの作成と活用 

タクシー内で使う基

本的な会話フレーズ

を多言語で紹介 

主な目的地と、そこに

至るまでのおよその

時間、金額を表示 
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２ 「指さし会話」サイト集 
●インターネットで「指さし会話」と検索すると、さまざまな「指さし会話集」を⾒たり、ダ

ウンロードすることができます。ここでは、北海道の関係機関で作成した「指さし会話」を
紹介します。 

 

 

『カンタン３カ国語 指さし会話集』（北海道国際観光テーマ地区推進協議会） 
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/660-kantan-yubisasi-kaiwasyu/kaiwasyu-top.htm 

買い物、宿泊、飲⾷の際のコミュニケーションに役⽴つ内容が、２〜３ページごとに A４判
ヨコサイズでまとめられています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表紙、目次、この本の使い方 /３ページ 

買い物・飲食（英語） /２ 

買い物・飲食（中国語） /２ 

買い物・飲食（韓国語） /２ 

宿泊（英語） /２ 

宿泊（中国語） /２ 

宿泊（韓国語） /２ 

インフォメーション・チケット売り場（英語） /２ 

インフォメーション・チケット売り場（中国語） /２ 

インフォメーション・チケット売り場（韓国語） /２ 

単語シート 買い物・服飾（英語） /２ 

単語シート 食・観光（英語） /２ 

単語シート 買い物・服飾（中国語） /２ 

単語シート 食・観光（中国語） /２ 

単語シート 買い物・服飾（韓国語） /２ 

単語シート 食・観光（韓国語） /２ 

基本会話集 /２ 

異文化情報 /２ 

温泉の入り方、お手洗い、国際電話 /２ 

便利なデータ集、多言語対応観光案内所、奥付 /２ 
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『外国語案内表⽰データ』（社団法⼈ 北海道観光振興機構） 
http://www.visit-hokkaido.jp/t/company/data/index2.html 

宿泊施設等で利⽤できる「温泉の⼊り⽅」「⾷事のマナー」「浴⾐の着⽅」が、A4 判タテサイ
ズで１ページずつ、４カ国語でまとめられています。そのまま張り紙、案内⽂として使えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語案内⽤指さし会話集 （社団法⼈ 北海道観光振興機構） 
http://www.visit-hokkaido.jp/t/company/data/index2.html 

旅⾏客との基本的なコミュニケーションに役⽴つ内容が、A4 判タテサイズ・４カ国語でまと
められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本の挨拶・会話 /４ページ 

交通・移動 /６ 

予約 /２ 

ホテル・旅館 /２ 

買い物 /４ 

食事 /４ 

緊急・トラブル /４ 
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指差し接客会話シート（札幌市） 
http://www.city.sapporo.jp/keizai/shotengai/helpo.html 

飲⾷店や商店でのコミュニケーションに役⽴つ内容が、A4 判ヨコサイズ・４カ国語でまとめ
られています。「基本シート」と「ジャンル別シート」に分かれており、「基本シート」では、
お買い物の流れに沿うように、「買うまで」と「会計以後」で使えるフレーズが整理されていま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

使い方 /１ページ 

■基本シート 

基本シート 1 /２ 

基本シート 2 /８ 

■ジャンル別シート 

ファッション版 /８ 

コスメ版 /８ 

食品・生鮮版 /８ 

おみやげ・その他版 /８

飲食店版 /８ 
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F-1 「インバウンド対応度」自己診断 
 
現在のあなたの町の「インバウンド対応度」を⾃⼰診断してみましょう。外国⼈に関して、

現在のあなたの町の課題をみつけてください。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１．外国⼈観光客向けの英語や中国語等のパンフレット・マップは作成していますか？ 
  ①⽇本語の印刷物に、部分的に英語併記をして対応している。            （レベル１） 
  ②⽇本語の印刷物に、簡易な英語解説のペーパーを挟み込んで配布している。     （レベル２） 
  ③英語の印刷物を作成している。                         （レベル２） 

④英語、ハングル、中⽂簡体字、中⽂繁体字など２ヵ国以上の印刷物を作成している。 （レベル３） 
  ⑤特に作成していない 

２．観光地内の標識やサインなどは、⽇本語のほかに英語や中国語等の併記がありますか？ 
①スポット的に、簡易な⽅法で英語表記をしている。                （レベル１） 

  ②英語併記の標識類を作成している。                       （レベル２） 
③英語、ハングル、中⽂簡体字、中⽂繁体字など２ヵ国以上の⾔語表記をしている。  （レベル３） 

  ④特に作成していない。 

３．外国⼈に対応できる観光案内所はありますか？  
  ①英語は⽚⾔だが外国⼈との最⼩限の会話のできるスタッフがいる観光案内所がある。 （レベル１） 
  ②英語のできるスタッフのいる観光案内所がある。                 （レベル２） 
  ③英語のほか中国語など２カ国語以上に対応できるスタッフのいる観光案内所がある。 （レベル３） 
  ④観光案内所はあるが外国⼈観光客には対応がむずかしい。 

４．外国⼈対応のウェブサイトがありますか？  
  ①英語表記の専⽤ページはないが、⽇本語サイトにできるだけ英語併記をしている。  （レベル１） 
   ②英語表記のＷＥＢサイトの専⽤ページがある。                  （レベル２） 
  ③多⾔語表記のＷＥＢサイトの専⽤ページがある。                 （レベル３） 
  ④現在のウェブサイトは、特に外国語には対応していない。 

５．外国⼈を受け⼊れる観光施設はありますか？  
  ①外国⼈観光客が好んで利⽤する飲⾷店がある。                  （レベル１） 
  ②外国⼈観光客が好んで利⽤する観光施設がある。                 （レベル１） 

③外国⼈観光客が好んで宿泊するホテル・旅館・⺠宿などがある。          （レベル３） 
  ④このような施設はない。 

６．外国⼈との交流活動を実践していますか？  
①毎年または数年ごとに⺠間⼈を送り出す海外研修の制度がある。          （レベル１） 
②外国との交流活動が活発な地元の学校や団体、企業などがある。          （レベル２） 
③姉妹都市交流などが活発で、官⺠連携による外国⼈を迎え⼊れる経験を有している。 （レベル３） 
④このような活動はほとんど⾏っていない。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
（レベル 1  初級   レベル２ 中級   レベル３ 上級） 

 

F インバウンド自己診断 



外国人観光客ひとり歩き受入マニュアル 

 

44 

 

６問すべてがレベル３であれば、あなたの町のインバウンド対応度は相当なものと思われま
す。でも、そうした⾼レベルの町は北海道でも数えるぐらいしかありません。 

これからそれぞれの市町村に頑張ってもらい、インバウンド対応度を⾼めてもらうことが期
待されています。それが積み重なることで、北海道全体のインバウンド対応度は確実に⾼まっ
ていくものと考えます。 
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F-2  ミニマムバリアフリーチェックシート 
●ターミナル 

区分 ミニマム 次のステップ 
⾏き先、駅名
やバス停名な
ど 

□ローマ字併記している。 
□路線や便を、⾊分けや番号などで分

かりやすくしている。 
□路線や便を英語や数字で表してい

る（ID 化している）。 

掲⽰物 □ローマ字や多⾔語で併記している。
□路線図 
□時刻表 
□タクシー、バスなどの乗場案内 
□公衆無線 LAN(Wi-Fi)の利⽤案内 

□多⾔語で説明している。 
□券売機の使い⽅ 
□運賃の説明（⼦ども料⾦、特急料⾦、

指定席料⾦、乗継料⾦など） 
□問い合わせが多い内容は案内資料

を⽤意している。 

ピクトグラム □誘導、禁⽌事項をピクトグラムで掲げている。 
（例） 
 

⾔語対応 □指さし会話集を⽤意している。 
□翻訳ソフトなどで対応している。 

□外国語で対応できる⼈（困ったら呼
べる、聞ける）がいる 

□電話通訳サービスを利⽤している。

●バス 
区分 ミニマム 次のステップ 

⾏き先、停留
所など □ローマ字併記している。 

□路線や便が複数ある場合、番号や⾊分
けなどをしている。 

□英語や数字でナンバリングしてい
る。 

掲⽰物 □整理券や降⾞ボタンの使い⽅を多⾔
語で併記している。 

□料⾦の種類、料⾦表を掲⽰している。
□バス前⽅の⾏き先や料⾦の表記も多

⾔語で併記している。 
精算 □精算時に両替、整理券と料⾦の投⼊⽅法などの案内をしている。 

□運転⼿が案内できるようにしている。 

●タクシー 
区分 ミニマム 次のステップ 

ドア □ドアの開閉に気を使っている。 
□開閉は⾃動である旨、説明している

（掲⽰している）。 

⾏き先 □指さし会話集や翻訳ツールを利⽤し
て⾏き先を確認している。 □おおよその料⾦⼀覧表を多⾔語で⽤

意している。（可能な場合） 
精算 □呼び出し料⾦、早朝・深夜料⾦、⾼速道路利⽤時の加算などについて必要な際

は説明している。 
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●観光案内所 
区分 ミニマム 次のステップ 

場所の案内 □主な交通拠点から観光案内所まで、
誘導サインがある。 □多⾔語対応の Web サイトがある。 

⽤意している 
もの 

□地域内で作成している外国語パン
フレットや地図を常備している。 

□パンフレット類は、「○○語版」か
がすぐ分かるように置いてある。 

□問い合わせが多い内容は、説明や配
布できるものを⽤意している。 

□距離や時間、交通⼿段などが説明で
きる資料を⽤意している。 

□周辺⾃治体で作成した外国語パンフ
レットや地図を常備している。（広域
的な観光案内ができる） 

施設内の掲⽰ □⾃由に休憩できるスペースがある。 □インターネットがつながる環境にな
っている。 

□誘導、禁⽌事項をピクトグラムで掲げている。 
（例） 
 

⾔語対応 □指さし会話集を⽤意している。 
□翻訳ソフトなどで対応している。 

□外国語で対応できる⼈（困ったら呼
べる、聞ける）がいる 

□電話通訳サービスを利⽤している。

 

●観光施設、トイレ 
区分 ミニマム 次のステップ 

⼊場⼝ □歓迎の⾔葉を多⾔語で表記してい
る。 

□料⾦について多⾔語で説明してい
る。 

 

施設内の掲⽰ 
□禁⽌事項を、英語で併記している。

□禁⽌事項を、多⾔語で併記している。
中国語だけ、韓国語だけ、などとな
らないようにしている。 

□誘導、禁⽌事項をピクトグラムで掲げている。 
（例） 
 

トイレ □多⽬的トイレを適切に表記している（性別問わず利⽤できるなど）。 
□洗浄機能や⾮常ボタンなどを多⾔語で説明している。 

⾔語対応 □指さし会話集を⽤意している。 
□翻訳ソフトなどで対応している。 

□外国語で対応できる⼈（困ったら呼
べる、聞ける）がいる 

□電話通訳サービスを利⽤している。
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●飲⾷店 
区分 ミニマム 次のステップ 

店の⼊り⼝ □歓迎の⾔葉を多⾔語で表記してい
る。  

メニュー 
□メニューに番号を付けている。 

□メニューを多⾔語で説明している。
□使われている材料 
□調理⽅法 
□調味料など 

喫煙の対応 
(全席禁煙でない場合) 

□分煙されている。 □禁煙席を設けている。 

店内の掲⽰ □誘導、禁⽌事項をピクトグラムで掲げている。 
（例） 
 

⾔語対応 □指さし会話集を⽤意している。 
□翻訳ソフトなどで対応している。 

□外国語で対応できる⼈（困ったら呼
べる、聞ける）がいる 

□電話通訳サービスを利⽤している。

精算 □クレジットカードで⽀払いができ
る。 □銀聯カードでも⽀払いができる。 

 

●商店（⼟産店） 
区分 ミニマム 次のステップ 

店の⼊り⼝ □歓迎の⾔葉を多⾔語で表記してい
る。  

商品陳列 □中⾝が分かりづらいものは「⾒本」
を⽰している。 

□試⾷できるものは「試⾷できます」
と多⾔語で表記している。 

□外国⼈観光客を意識して、おまけ付
き、割引などを⾏っている。 

店内の掲⽰ 
□禁⽌事項を、英語で併記している。

□禁⽌事項を、多⾔語で併記している。
中国語だけ、韓国語だけ、などとな
らないようにしている。 

□誘導、禁⽌事項をピクトグラムで掲げている。 
（例） 
 

⾔語対応 □指さし会話集を⽤意している。 
□翻訳ソフトなどで対応している。 

□外国語で対応できる⼈（困ったら呼
べる、聞ける）がいる 

□電話通訳サービスを利⽤している。

精算 □クレジットカードで⽀払いができ
る。 □銀聯カードでも⽀払いができる。 
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●宿泊施設 
区分 ミニマム 次のステップ 

⽞関 □歓迎の⾔葉を多⾔語で表記している。  

説明プリント □次のような説明プリントを外国⼈観
光客向けに⽤意している。 

□料⾦システム（サービス料、⼊湯税、
飲み物は別料⾦など） 

□和室の使い⽅（スリッパを脱ぐ、布
団は後で敷くので⼊室するなど） 

□冷暖房の使い⽅ 
□鍵の取り扱い⽅（外出する際は、フ

ロントに預けるなど） 
□避難ルートの案内 
□⼊浴の案内、注意事項

□次のような説明プリントを外国⼈観
光客向けに⽤意している。 

□備品の案内（持ち帰り可/不可） 
□浴⾐の着⽅ 
□旅館周辺の店、施設などのマップ 

⾷事 □かんたんな料理の説明（お品書き）を
多⾔語で添えている。 □⾷材や調理⽅法を多⾔語で説明して

いる。 
施設内の掲⽰ 

□禁⽌事項を、英語で併記している。 □禁⽌事項を、多⾔語で併記している。
中国語だけ、韓国語だけ、などとな
らないようにしている。 

□誘導、禁⽌事項をピクトグラムで掲げている。 
（例） 
 

⾔語対応 □指さし会話集を⽤意している。 
□翻訳ソフトなどで対応している。 

□外国語で対応できる⼈（困ったら呼
べる、聞ける）がいる 

□電話通訳サービスを利⽤している。

精算 □クレジットカードで⽀払いができる。 □銀聯カードでも⽀払いができる。

●まち歩き 
区分 ミニマム 次のステップ 

マップ □番号や⾊分けなどでルートを分かり
やすくしている。 

□⼿持ちマップと掲⽰マップ、ホームペ
ージなどが同じ番号、⾊分け、ピクト
グラムを⽤いている。 

□地名や店などを多⾔語で説明してい
る。 

エリア内の掲
⽰ 

□適度に誘導表⽰がある。
□「あと○ｍ」という表記が適度にある。
□帰り道についても迷わないように誘

導が表⽰されている。 

□路上喫煙やポイ捨て禁⽌、⾞に注意
などを多⾔語で表記している。 

□撮影ポイントなどを多⾔語で案内し
ている。 

□誘導、禁⽌事項をピクトグラムで掲げている。 
（例） 
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